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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
の
漁
業
は
、

世
界
的
な
景
気
後
退
に
よ
る
水
産
物
消

費
の
減
退
、
魚
価
の
低
迷
、
さ
ら
に
は
、

全
国
的
な
大
型
ク
ラ
ゲ
の
異
常
発
生
に

よ
る
漁
業
被
害
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
漁
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
水
産
業
界
は
も
と
よ
り
、

わ
が
国
全
体
に
と
っ
て
深
刻
な
影
響
が

い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
こ
う
し
た
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
日
頃
か
ら
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事

業
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆

さ
ま
方
に
は
、
昨
年
も
変
わ
る
こ
と
な

く
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

た
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
育
英
会
は
、
昭
和
四
十
年
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
ア
グ
リ
ガ
ン
海
域
で
発

生
し
た
台
風
に
よ
り
、

一
日
に
し
て
二

百
余
名
も
の
か
た
が
た
が
犠
牲
と
な
っ

た
海
難
事
故
を
契
機
に
、
漁
協
系
統
を

中
心
と
し
た
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま

す
運
動
」
が
全
国
的
に
広
が
り
、
そ
の

運
動
を
推
進
す
る
た
め
水
産
界
全
体
の

総
意
と
し
て
、
文
部

・
農
林
大
臣
の
認

可
を
得
て
昭
和
四
十
五
年
に
発
足
し

て
、
本
年
は
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま

よだム一A英育( 1 ) 

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理
事
長

鈴

木

俊

す
。発
足
以
来
、
漁
業
関
係
者
や
国
民
の

皆
さ
ま
方
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
に
支
え
ら
れ
、
基
金
造
成
に
努
め

つ
つ
、
育
英
制
度
の
改
善
お
よ
び
給
付

金
の
充
実
を
図
り
、
こ
の
間
延
べ

一
万

二
千
人
を
越
え
る
奨
学
生
を
援
助
し
励

ま
し
て
参
り
ま
し
た
。

昨
今
の
奨
学
生
数
を
見
ま
す
と
漁
業

者
の
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
も
あ
っ

て
、
十
年
前
と
比
較
し
て
そ
の
数
は
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

一
方

で
は
、
教
育
費
等
に
対
す
る
本
会
奨
学

金
の
充
足
率
は
上
級
学
校
に
な
る
ほ
ど

十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
状
態
に
あ

る
と
の
判
断
か
ら
、
平
成
十
二
年
以
降

据
え
置
き
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
奨
学

給
付
金
を
昨
年
四
月

一
日
か
ら
増
額
改

定
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
十
二
月

一
日
か

ら
公
益
法
人
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
二
十
五
年
十

一
月
ま
で
の
聞

に
全
て
の
公
益
法
人
が
よ
り
公
益
性
の

高
い
「
公
益
認
定
法
人
」
か
、
そ
れ
以

外
の
「

一
般
法
人
」
か
の
選
択
を
行
い

行
政
庁
の
認
定
や
認
可
を
受
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
本
会
も
遅
滞
な
く

「
公
益
認
定
法
人
」
と
し
て
の
認
定
を

受
け
る
べ
く
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
々
格
別
の
ご
協

力
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
も
、
皆
さ
ま
か
ら
託
さ
れ
た
ご

厚
志
を
海
難
遺
児
・
遺
族
の
た
め
に
充

分
に
役
立
て
て
い
く
た
め
、

一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

何
と
ぞ
、
皆
さ
ま
方
の
暖
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て A

A
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百

長
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

燃
油
高
騰
の
痛
手
が
癒
え
な
い
中
、
世

界
的
な
景
気
後
退
に
よ
る
消
費
の
減

退
、
デ
フ
レ
現
象
で
魚
価
が
低
迷
す
る

な
ど
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
相

は
、
進
学
・
就
職
を
控
え
希
望
に
満
ち

た
年
明
け
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
か

と
存
じ
ま
す
。
新
し
い
こ
の

一
年
を
健

康
に
気
を
つ
け
、
実
り
多
き
年
と
し
て

下
さ
い
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
、
そ
し
て
海
上
安
全
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
く
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
奨
学
生
の
皆
さ
ま
が
、
日

頃
よ
り
、
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
、
家
業
の

会
長
理
事

宇

都

鈴

江

お
手
伝
い
に
も
励
ま
れ
、
た
く
ま
し
く

成
長
さ
れ
た

一
年
で
あ

っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
方

の
成
長
を
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
過
ご

さ
れ
た

一
年
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う

変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
大
型
ク
ラ
ゲ
の

大
量
襲
来
に
よ
り
日
本
海
側
の
み
な
ら

ず
太
平
洋
側
で
も
被
害
が
続
出
し
ま
し

た
。
特
に
、
岩
手
県
や
青
森
県
の
定
置

網
漁
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ

と
は
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、

J

F
グ
ル
ー
プ
で

は
十
月
三
十
日
に
開
催
し
た
「
J

F
全

国
代
表
者
集
会
」
に
お
い
て
、
五
カ
年

の
新
た
な
運
動
方
針
「
J

F
グ
ル
ー
プ

組
織

・
経
営
・
事
業
戦
略
」
を
採
択
し

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

J

F
グ
ル
ー
プ
自
ら
が
、
協
同
組
織

を
意
識
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

組
合
員
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
漁
業
・
漁
村
の
活
性

化
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

く
た
め
、
組
合
員
の
参
加
に
よ
る
組

織

・
経
営

・
事
業
改
革
に
不
退
転
の
決

A
M
 私
ど
も
漁
協
女
性
部
員
も

「浜
の
母

さ
ん
」
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て

過
ご
し
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
漁
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
、
漁
村
の
生

活
様
式
も
大
き
く
変
わ
り
、
地
域
の

一

体
感
も
薄
れ
て
お
り
ま
す
が
、

奨
学
生

の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
を
は
じ
め
と

す
る
励
ま
し
の
輪
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
本
年
も
健
康
で
夢
と
希
望
に
あ

ふ
れ
た
実
り
多
い

一
年
を
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
漁
船
な
ど

一
人
乗
り
小
型
船

舶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
着
用
が
全
面
義
務
化
さ
れ
て
よ
り

約
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
問
、
水

産
庁
な
ら
び
に
海
上
保
安
庁
の
ご
協
力

も
あ
り
、

一
部
地
域
で
は
、
女
性
部
を

中
心
に

L
G
L
（
ラ
イ
フ
ガ

l
ド
レ
デ

ィ
ー
ス
）
を
組
織
し
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

意
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
た
も
の

で
す
。
一
方
、
漁
船
に
よ
る
海
難
事
故
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
も
ま
き
網
漁
船
転

覆
事
故
や
漁
船
同
士
の
衝
突
事
故
が
発

生
す
る
な
ど
、
い
ま
だ
に
そ
の
後
を
絶

た
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、

よ
り

一
層
の
海
難
事
故
防
止
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

青
年
部
・
女
性

部
へ
の

一
人
乗
り
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト

の
着
用
呼
び
掛
け
を
は
じ
め
各
種
運
動

を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
何
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
操
業
の
安
全
な
ら
び
に
皆

さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
さ
ら
な
る
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
按
拶

と
致
し
ま
す
。

ッ
ト
着
用
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
地
域
は
、
日
常
的

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
る
よ
う
に

な
る
等
の
効
果
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。今
後
と
も
、
女
性
部
で
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
率
百
パ

ー
セ
ン
ト

を
目
指
し
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
奨
学
生
の
皆
さ
ま
も
、
私
た
ち

と
と
も
に
周
囲
の
か
た
が
た
へ
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
お
声
掛
け
を
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
確
保
に
よ
る
海
難
事

故
防
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
こ
そ
、
事
故
の
な
い

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
育
英
会
制
度
を
支
え
る
皆
さ
ま
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 育英会ホームページ
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十
月
三
十

一
日
、
「
ま
も
り
育
て
る

豊
か
な
海
は
み
ん
な
の
未
来
」
を
テ

ー
マ
に
、

『第
二
十
九
回
全
国
豊
か
な

海
m

つ
く
り
大
会
」
が
、
天
皇

・
皇
后
両

陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
東
京
都
港
区
の

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
（
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
、
水
産
資
源
の
維
持
培

養
と
海
の
自
然
環
境
保
全
の
必
要
性
を

広
く
国
民
に
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
各
都

道
府
県
主
催
で
行
わ
れ
て
き
た
大
会
で

す
が
、
今
回
は
中
央
大
会
と
し
て
、
初

め
て
オ
l
ル
水
産
で
構
成
さ
れ
た
大
会

推
進
委
員
会
お
よ
び
実
行
委
員
会
が
主

催
と
な
り
企
画

・
運
営
を
行
い
ま
し

た
。式
典
で
は
、
ま
ず
、
功
績
団
体
な
ら

び
に
作
文
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
を

代
表
し
、
作
文
で
大
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
沖
縄
県
の
比
嘉
夏
妃
ち
ゃ
ん
（
小

ニ
が
、
受
賞
作
品
「
夏
休
み
の
た
か

ら
も
の
」
を
元
い

っ
ぱ
い
朗
読
す
る

と
、
そ
の
愛
ら
し
さ
に
両
陛
下
も
目
を

細
め
ら
れ
、
会
場
中
か
ら
は
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
服
部
郁
弘
推
進
委
員
会
会
長
か
ら

大
会
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場

一

致
で
採
択
さ
れ
る
と
、
作
曲
家
で
歌
手

の
宇
崎
竜
童
さ
ん
が
「
語
り
部
」
と
し

て
登
場
、
小
学
生

・
水
産
高
校
生
・
大

学
生

・
漁
業
者
ら
総
勢
六
十
人
も
の
仲

間
た
ち
と
豊
か
な
海
哨
つ
く
り
の
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し

ま
し
た
。
途
中
、
両
陛
下
よ
り
漁
業
後

継
者
へ
「
ク
ロ
ア
ワ
ビ
」
な
ど
稚
員
の

お
手
渡
し
も
行
わ
れ
、
出
演
者
全
員
に

よ
る
大
会
テ

l
マ
の
ム
ロ
唱
と
と
も
に
、

式
典
は
つ
つ
が
な
く
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。な
お
、
本
会
に
お
い
て
は
、
全
国
漁

業
協
同
組
合
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、

漁
船
保
険
中
央
会
な
ら
び
に

J
F
全
漁

連
職
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
式
典
会
場

受
付
付
近
に
て
水
色
の
羽
根
募
金
運
動

を
行
い
、
式
典
参
加
の
た
め
朝
早
く
か

ら
駆
け
付
け
た
来
場
者
の
か
た
が
た
よ

り
多
く
の
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
次
回
、
第
三
十
回
大
会
は
、

六
月
十
二

・
十
三
日
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
大
会
専

用
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
（
F
R
U一
＼
＼
当
者
巧
七
『
丘
－

mFE
・－m－
E
＼
同
）
「
ゆ
同
＼
ω
H
H
APω
∞
＼
ロ

E
E
Z
＼）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
水
商
連

第
五
十
六
回
全
国
大
会

九
月
二
十
七
日
、
パ
ン
パ
シ
フ
ィ

ッ

ク
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
（
横
浜
市
）

に
お
い
て
、
全
国
の
水
産
物
小
売
商
代

表
者
約
六
百
人
が

一
同
に
会
し
、

『全

水
商
連
第
五
十
六
回
全
国
（
神
奈
川
県）

大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
神
奈
川

県
水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

J
F
神
奈
川
漁

連
お
よ
び
本
会
職
員
と
と
も
に
「
水
色

の
羽
根
」
募
金
を
呼
び
掛
け
、
来
場
さ

れ
た
多
く
の
か
た
が
た
よ
り
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
こ
の
募
金
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
本
会
理
事
長
に
代
わ
り
、

高
橋
征
人
J
F
神
奈
川
漁
連
代
表
理
事

会
長
よ
り
藤
原
厚
全
国
水
産
物
商
業
協

同
組
合
連
合
会
会
長
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

第
六
十
一
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会

去
る
十
月
十
五
日
、
制
全
国
漁
港
漁

場
協
会
が
主
催
す
る

「第
六
十

一
回
全

国
漁
港
漁
場
大
会
」
が
東
京
都
港
区
の

メ
ル
パ
ル
ク
ホ

1
ル
に
て
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
関
係
者
ら
約
千
三
百
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
、
本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

h
F
子
供
た
ち
二
人
も
一
生
懸
命
募
金
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

催
者
は
じ
め
漁
船
保
険
中
央
会
な
ら
び

に
J
F
全
漁
連
職
員
の
か
た
が
た
の
ご

協
力
を
得
て
、

会
場
ロ
ビ

l
入
り
口
な

ど
で
募
金
活
動
を
行
い
、
来
場
さ
れ
た

多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を

賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

羽根募金の水色II 手をの愛I目
Jし遺漁船海難



第 134号

平
成
二
十
一
年
度

第
二
回
評
議
員
会
・
理
事
会

豆成22年 1月 1日

十
二
月
八
日
、

「平
成
二
十

一
年
度

第
二
回
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会』

が

東
京

・
千
代
田
区
の
コ

l
プ
ピ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、

「評
議
員
会
」
に
お
い
て
、

十
二
月
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
（
二
年）

満
了
と
な
る
理
事
お
よ
び
監
事
の
選
任

が
行
わ
れ
、
理
事
五
人
が
新
任
さ
れ
た

ほ
か
、
現
行
の
理
事
十
三
人、

監
事
二

人
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

『理
事
会
』

で
は
、
役
員
の
互
選
が
行
わ
れ
、
鈴
木

俊

一
理
事
長
、
服
部
郁
弘
副
理
事
長、

佐
藤
信
三
専
務
理
事
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
辞
任
に
伴
う
評
議
員
な
ら

び
に
奨
学
生
選
考
委
員
の
補
欠
選
任
を

行
い
、

評
議
員
十

一
人
、
選
考
委
員
三

人
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
任
さ
れ
た
か
た
が
た
は
次

よだム一A英育( 3) 

の
と
お
り
で
す
。

今
期
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
た
理
事

・

評
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
マ
理
事
｜
白
須
敏
朗
（
大
日
本
水
産
会

会
長
）
、
大
倉
重
信
（
全
国
底
曳
網
漁

業
連
合
会
会
長
理
事
）、

宇
都
鈴
江

（J
F
全
国
女
性
連
会
長
）
、
向
山
行
雄

（全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
）
、

岩
瀬

正
司
（
全
日
本
中
学
校
長
会
会
長）

マ
評
議
員
｜
山
本
健
蔵
（
J
F
あ
き
た

代
表
理
事
組
合
長
）、

宇
佐
美
賀
（
J

F
茨
城
沿
海
地
区
漁
連
代
表
理
事
副
会

長
）
、
永
富
洋

一

（
J
F
三
重
漁
連
代

表
理
事
会
長
）
、
山
田
隆
義

（
J
F
兵

庫
漁
連
代
表
理
事
会
長
）、

漬
田
伊
佐

夫

（J
F
愛
媛
漁
連
代
表
理
事
会
長）、

稗
田
輝
男
（
J
F
福
岡
ぎ
よ
れ
ん
代
表

理
事
会
長
）
、
園
吉
良
孝

（
J
F
沖
縄

漁
連
代
表
理
事
会
長
）
、
増
田
正
司

（
日
本
海
難
防
止
協
会
常
務
理
事
）、

湯

本
宏

（船
員
災
害
防
止
協
会
専
務
理

事
）
、
白
川
敦
（
全
国
都
道
府
県
教
育

委
員
会
連
合
会
事
務
局
長
）
、
野
田
則

男
（
全
日
本
海
員
組
合
水
産
局
水
産
部

副
部
長
）

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
大
倉
重
信

（前

掲
）
、
増
田
正
司
（
前
掲
）
、
野
田
則
男

（
前
掲
）

※
順
不
同

・
敬
称
略

平
成
二
十
一
年
度

第
三
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

十
月
二
十
三
日
、
本
会
会
議
室
に
お

い
て

「平
成
二
十

一
年
度
第
三
回
奨
学

生
選
考
委
員
会』

が
開
催
さ
れ
、

「第

三
回
奨
学
生
出
願
者
（
十
月
十
五
日
締

切
り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
、
幼
児

一
人
と
小
学
生
二
人、

ま
た
、

奨
学
金
貸
与
奨
学
生
と
し
て
大

学
生
等

一
人、

合
計
四
人
の
採
用
が
決

定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
十

二
月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別

表

「都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お

り
で
す
。護

者
か
ら
の
お
便
り

＊
息
子
の
就
職
が
決
ま
り
、
あ
と
は
卒

業
を
待
つ
ば
か
り
。
皆
さ
ま
の
今
ま
で

の
ご
支
援
、
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（石
川
県
棲
井
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

娘
は
、
毎
日
元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

（高
知
県
橋
本
）

付
者
か
ら
の
お
便
り

＊
政
権
交
代
と
目
ま
ぐ
る
し
い
年
で
し

た
。
来
る
年
が
弱
い
立
場
の
人
た
ち
が

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
世
の
中
で
。

（
埼
玉
県
松
本
）

＊
冷
え
込
む
頃
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
お
元
気
で
す
か
。
第

一
幸
福
丸
の
事

故
は
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。
三
人
救

助
に
ホ

ッ
と
も
、
他
の
方
は
気
に
な
り

ま
す
。

（
千
葉
県
福
田
）

平
成
二
十
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十

一
年
十

一
月
ま
で
の
聞
に
、
ご
寄
付
を

頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（敬
称
略
）

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
佐
藤
倶
子
マ

本
間
雅
彦

O
秋
田
県

マ
山
岸
剛

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩
O
茨
城
県

マ
大
島
登

マ
水

谷
宏
マ
藤
本
歌
子
O
埼
玉
県

マ
小
野
粥

マ
金
木
愛
子

マ
神
山
幸
士
マ
小
林
哲
朗

マ
佐
藤
明
美
マ
田
口
昭
博
マ
成
子
隆
英

マ
橋
爪
政
男
マ
松
本
安
裕
マ
村
田
奇

一

。
千
葉
県

マ
伊
賀
久
則
マ
岩
崎
昌
子
マ

大
西
絹
子
マ
大
類
裕
久
マ
釜
田
朝
マ
斎

藤
信
夫
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ

平
田
淳

一
マ
福
田
昌
佳
マ
若
林
満
。
東

京
都

マ
石
坂
和
泉
マ
奥
原
正
明
マ
古
田

主
満
マ
町
田
勝
弘

マ
山
本
忠
夫
マ
白
井

久
子
マ
贋
江
志
賀
子
マ
戸
田
満
弘
マ
側

洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ
後
藤

暁
マ
宮
原
邦
之
マ
側
B
R
B
マ
吉
田
博

身
マ
工
藤
文
子
マ
星
野
正

一
マ
根
尾
友

久
マ
河
辺
義
隆
マ
三
橋
宏
次
マ
平
野
文

マ
市
村
隆
紀
マ
勝
野
輝
美
マ
向
井
昌
子

マ
小
川
渉
マ
根
本
京
子
マ
贋
重
和
夫
マ

春
田
孝
二
郎

・
朝
子
マ
飯
島
孝
夫

マ
福

田
漬
子

マ
渡
辺
千
鶴
子
マ
長
屋
信
博
マ

本
村
裕
三
マ
橋
本
牧

O
神
奈
川
県

マ
浅

倉
寛
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
正
敏
マ
大
和

陸
子
マ
浜
喜
水
産
側
代
表
取
締
役
太
田

昌
三
マ
山
下
潤
マ
千
倉
睦
男

O
新
潟
県

マ
加
悦
幸
二

O
愛
知
県

マ
野
々
山
均

O

福
井
県

マ
武
田
忠
男

O
京
都
府

マ
奥
手

初
栄
マ
塩
見
英
世
。
大
阪
府

マ
角
丸
英

子
マ
道
本
孝
治
O
兵
庫
県

マ
古
市
正
行

マ
武
田
佳
子
O
大
分
県

マ
中
嶋

一
太
マ

山
口
英
文

O
長
崎
県
マ
寺
島
和
子

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、

信
漁
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

（略

称

・
地
方
協
こ

等
で
取
り
扱

っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
九
月
〕

O
北
海
道

マ
小
樽
地
区
女
性

連
マ

A
T
O
M
S
マ
海
昧
は
ち
き
ょ
う

マ
海
昧
は
ち
き
ょ
う
別
亭
お
や
じ

O
岩

手
県

マ
佐
々
木
文
市

O
宮
城
県

マ
石
巻

歌
謡
ア
カ
デ
ミ
ー
会
主
武
田
っ
と
お
。

秋
田
県

マ
地
方
協

O
神
奈
川
県

マ
全
国

水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
／
京
都

一
『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

平
成
二
十

一
年
九
月
か
ら
十

一
月
ま

で
に
ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳

名
を
掲
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－ヱ漁船海難遺児と母の文集
作文・詩歌・イ弓スト募集

本会設立40周年を記念し作成されます「漁船海鐙遺児と母の文集 ・第8集」の渇戯作昂を、昨年7月よ
り募集しております。既仁、何人かの奨学生や保護者の方から作文をあ寄ぜいだだいておりますが、文集を
刊行する巴はま芝まcだくさんのか起がti_のご協力ガ必要です。奨学生ならび巴保護者の皆さん、勉強やお
仕事で毎日お忙しいこととは思いますが、メールでの受け付けも行っておりますので、醤ってご応募いti_!;?_
きますようお願い申し上げます。

． 

－ヱ

ご
応
募
お
待
ち
し
乞
お
”
参
事
！

題 材／作文・跨叡・イラストとも巴自由
・家庭の近況や学校生活怠ど身近怠内容でも結構です。
例）「事故防止を願ってJ「お父さんの思い出」「将来の夢」「寄付蓄の皆さまヘ」
．イラストは婦し絵として使用獄します。？ニメキャラクターの絵は著作権等の問題巴よりご遠慮願います。

応募内容／作文 ・符故原稿用紙 （40 0字路め）2～4枚程度
イラスト ．ハガキ～A4サイズ大のもの

・1乍文 ・ 5菩叡lcl;お手指ちの原稿用紙をご利用い~r.!くか、 専用の応募用紙をお送り致しますので本会までご
連絡ください。
．作品Cは氏名 ・住所 ・標題の他、在学生は学年を必ず記入してく芝さい。

締 切／平成22年6月30日本会必普

． 

．

・

し
い
行
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
と

＼

｜

／

）

＼

Z
な
れ
ば
あ
げ
る
側
・：
。
例
年
、
私
の

い

＼

L

）

沿

7
8
η
p
a

頭
を
悩
ま
せ
る
行
事
に
な

っ
て
お
り

・

ヘ

ち

ょ

っ

と

ギ

四

一

一

室

ま
す
。
ま
ず
、
ポ
チ
袋
を
か
わ
い
く

／
一
息
・
：
」
／

4
i

、4

4

・

E
J
I
＼

r
r
A
h
と
娘
か
ら
指
令
が
で
ま
す
の
で
年

・

／

＼

第

十

四

回

／

、

．

／
l
＼

i

－

E
f

／
、

末
、
文
房
具
屋
を
回
り
歩
き
ま
す
0

・

こ
ん
な
苦
労
も
知
ら
ず
、
甥
は
も
ら

．

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
う
と
同
時
に
ポ
チ
袋
を
即
座
に
ゴ
ミ

・

一ざ
い
ま
す
。
今
年
も

「育
英
会
だ
よ
箱
へ
捨
て
ま
す
（
涙
）
そ
し
て
も

つ

り
」
共
々

「ち
ょ

っ
と

一
息
」
を
宜
と
も
悩
ま
す
の
が
金
額
で
す
。
現
代

一

・
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

っ
子
は
欲
し
い
お
も
ち
ゃ
が
高
い
の

お
正
月
を
迎
え
て
、
皆
さ
ん

「お
で
し
ょ
う
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

．年
玉
」

は
も
ら
え
ま
し
た
か
？
働
く

今
年
は
姪

（四
歳
）
か
ら
、
「
一
枚

一

・前
に
お
金
の
使
い
方
の
お
勉
強
が
で
し
か
入

つ
て
な
い
よ
」
と
苦
情
が
き

一

一き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
！
ご
利
用
は
ま
し
た
（
笑
）
来
年
こ
そ
は
子
供
た

い

・計
画
的
に
し
ま
し
ょ
う
。
私
も
子
供

ち

全

員
の
笑
顔
が
見
・
ら
れ
る
よ
う
に

一
の
頃
は
も
ら
え
る
側
だ

っ
た
の
で
楽

「お
ば
ち
ゃ
ん
」
頑
張
り
ま
す
。

刊行予定／平成22年10月29日

［お問い合わぜ先］
財団活人漁船海難遺児育英会
干 1010047 東京都内神田2・2-5 光正ピル6階
T E L 03 3256 1981 （平日9～17時受付） FAX 03-3256・1982
E-mail mizuiro.ikuei@eos.ocnne.jp 

羽 根募金の水色｜｜ 手をの愛IEヨ
ノし遺漁船海難



． 
水
産
物
商
業
協
同
組
合
青
年
会
／
広
島

魚
商
協
同
組
合
青
年
部
（
神
奈
川
県）

全
国
大
会
に
て

O
京
都
府

マ
野
村
知
史

｜
香
典
返
し

O
兵
庫
県

マ
岸
利
夫

O
和

歌
山
県

マ
ビ
ル
フ
ィ

ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
イ
ン
串
本
実
行
委
員
会

O
佐
賀
県

マ
地
方
協

〔十
月
〕

O
北
海
道

マ
地
方
協

O
千
葉

県

マ
キ
ン
メ
ダ
イ
祭
実
行
委
員
会

O
富

山
県

マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ
N
P
O
丸

子
わ
い
わ
い
会
議
マ
用
宗
漁
港
ま
つ
り

実
行
委
員
会

O
愛
知
県

マ
地
方
協

O
兵

庫
県

マ
地
方
協

O
和
歌
山
県

マ
地
方
協

。
島
根
県

マ
野
村
靖
｜
香
典
返
し

O
長

崎
県

マ
岩
永
清
子
｜
香
典
返
し
マ
漁
業

経
営
安
定
対
策
長
崎
県
地
方
本
部
マ
長

崎
県
漁
業
協
同
組
合
史
刊
行
会
マ
み
な

と
祭
実
行
委
員
会

〔十
一
月
〕
。
宮
城
県

マ
東
北
ド

ッ
ク

鉄
工
船
マ
地
方
協

O
三
重
県

マ
漁
船
保

険
組
合
創
立
七
十
周
年
に
よ
せ
て
マ
木

村
三
郎
マ
海
苔
研
究
会
。
京
都
府

マ
後

藤
陳
之
マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
漁
業
士

連
絡
協
議
会
マ
水
産
振
興
祭
実
行
委
員

会
マ
水
産
養
殖
協
議
会
青
年
部

O
長
崎

県

マ
側
ア
ド
長
崎
新
聞

マ
扇
康

一
マ
比

田
勝
安
之
マ
松
本
代
子
マ
地
方
協

第 134号平成22年 1月1日よだム一品英
'%31; 
同

二
、

一
般
寄
付

〔九
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

O
岩

手
県

マ
佐
々
木
強
。
福
島
県

マ
吉
田
成

志

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

マ
小
林
大
助

マ
富
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子
。

東
京
都

マ
鋼
大
音
小
久
保
賢
二
／
買
荷

保
管
企
業
組
合
／
嗣
北
繁
商
店
中
嶋

同
／
側
共
穂
石
塚
敏
明
／
潮
待
茶
屋
企

業
組
合
／
側
ノ
ジ
喜
代
／
東
京
築
地
中

央
市
場
福
祉
報
徳
会
東
京
築
地
中
央

市
場
福
祉
報
徳
会
経
由
マ
阪
井
光
平
マ

水
産
庁
増
殖
推
進
部
研
究
指
導
課

O
京

都
府

マ
中
上
清
吾

O
奈
良
県

マ
県
魚
食

普
及
協
議
会
マ
県
水
産
物
卸
協
同
組
合

「
市
場
の
将
来
を
考
え
る
会
」

O
鳥
取

( 4) 

県

マ
浜
野
茂
夫

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小

松
マ
冨
元
典
嗣

〔十
月
〕

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨

元
克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子
マ
佐
原

芳
隆

O
東
京
都

マ
全
国
漁
港
漁
場
大
会

募
金

l
芝
メ
ル
パ
ル
ク
マ
匿
名

O
神
奈

川
県

マ
山
中
政
志

O
三
重
県

マ
側
ミ
エ

カ
ツ

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
広
島
県

マ
ビ
ュ

l
ポ
ー

ト
く
れ
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
コ
ン
サ
ー
ト

全
日
海
中
央
執
行
委
員
会
企
画
室
経
由

。
福
岡
県

マ
池
田
正
二

〔十
一
月
〕

O
青
森
県

マ
水
産
八
戸
新

年
祝
賀
会
実
行
委
員
会
委
員
長
武
輪
俊

彦

O
宮
城
県

マ
女
川
魚
市
場
買
受
人
協

同
組
合
／
お
な
が
わ
秋
万
魚
収
穫
祭
実

行
委
員
会
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経

由
マ
工
藤
和
子

O
茨
城
県

マ
藤
本
歌
子

。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

マ
冨
元
克
昌

O

千
葉
県

マ
飯
村
久
子
マ
大
久
保
和
子
1

香
典
返
し

O
東
京
都

マ
石
崎
三
輪
子
マ

榎
本
み
つ
枝
マ
落
合
昭
男
マ
船
海
洋
水

産
シ
ス
テ
ム
協
会
マ
側
シ

ッ
プ
ス
有
志

一
同
マ
全
国
豊
か
な
海
愉
つ
く
り
大
会
募

金

東

京

海

洋

大

学

マ
明
治
大
学
付
属

中
野
八
王
子
中
学
校

・
高
校
生
徒
会
福

祉
委
員
会

文
化
祭
で
の
募
金
マ
望
月

英
夫

O
神
奈
川
県

マ
水
産
講
習
所
漁
業

科
第
五
十
二
回
生
会
マ
西
山
三
喜
男
マ

三
輪
和
子

O
静
岡
県

マ
上
柳
昭
治

O
京

都
府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂

夫

O
広
島
県

マ
笹
野
理
絵
子

O
長
崎
県

マ
長
崎
港
湾
漁
港
事
務
所
。
宮
崎
県

マ

宮
崎
海
洋
高
等
学
校

O
鹿
児
島
県

マ
冨

元
小
松

三、

ゆ
び
募
金

〔十
月
〕

O
ジ
ャ
パ
ン
カ
イ
ン
ド
ネ
ス

協
会
経
由

マ
ア
サ
ヒ
カ
ル
ピ
ス
ピ
パ
レ

ッ
ジ
側

マ
伺
華
想
マ
北
さ
つ
ま
漁
協
マ

京
や
マ
キ
リ
ン
ビ
パ
レ

ッ
ジ
側
マ
く
ろ

べ
漁
協

マ
コ
l
プ
産
業
側
マ
ス
タ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ

・
ヒ

ラ
タ
マ
東
京
コ
カ

・
コ

ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
側
マ
冊
中
西
興
業
マ

日
南
市
漁
協
女
性
部
加
工
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
オ
ス
側
マ
パ
イ
ハ
ウ
ス
マ
早
田
原
漁

協
マ
兵
庫
県
新
水
産
会
館
マ
南
九
州
コ

カ
・
コ

l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
側
マ
横
浜
市

漁
協本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

こ
の
た
び
本
会
寄
付
者
で
逗
子
市
読

書
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
お
よ
び
海
友

婦
人
会
会
員
で
あ
っ
た
三
輪
和
子
さ
ん

よ
り

「海
と
船
と
私
（
三
輪
和
子
著
）
』

を
贈
呈
し
て
く
だ
さ
る
と
の
ご
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
昭
和
五
十
年

に
発
刊
さ
れ
た
書
籍
で、

三
輪
さ
ん
の

（平成21年12月15日現在）

数生
品，..』

手奨日リ県府道者R

体
験
談
が
時
代
の
流
れ
を
お

っ
て
描
か

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
昧
を
持
た
れ
た

方
は
、
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
は
ご
了
承
願

い
ま
す
。編

集

後

記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

V
本
会
育
英
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
事
に
し
、
奨
学
生
の
励
み
と
な
る
育

英
事
業
の

一
層
の
充
実
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
漁
船
の

海
難
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
で
も
年
間
七
百
件
以
上
も
発

生
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に

最
近
で
は
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
る
重

大
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

海
難
事
故
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
漁
業
者
の
か
た
が
た
に
は
、

乗
船
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト

の
常
時
着
用
を
是
非
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤
）

V
本
年
も
厳
し
い
環
境
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
私
も
事
務
局
長
に
就

任
し
て
、

早
い
も
の
で
三
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
独
り
立
ち
で
き
ず
、

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
ス
タ

ッ
フ

一
丸
と
な

っ
て
当
会
育

英
事
業
の
拡
充
と
発
展
に
遁
進
す
る
所

存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
大
野
）

V
明
る
く
前
向
き
に
日
々
を
過
ご
せ
た

ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（梶
山
）

V
今
年
は
年
女
な
の
で
気
を
引
き
締
め

な
お
し
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

素
敵
な
女
性
に
近
づ
け
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

（
K
）

V
今
年
は
何
か
新
し
い
事
に
ト
ラ
イ
し

よ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
！
（
三
上）

＊給与奨学生の高校生等には特別支彼学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に合まない。

＊平成21年度第3回線m省は内数である。

羽根募金の水色!! 手をの愛!}r, 遺漁船海難

給与奨学生 貸与奨学生 平成21年度第3回線用者

都道府県名
幼児 小学生 中学生 高校生等 小JI・ 大学生~

合計
幼 ~l 小学生 中学生 高校生等 大学生士事

合計

』t 海 〕首 2 11 16 21 50 3 53 1 1 

ー1’S・- 森 4 4 2 JO 1 11 

岩 手 3 3 4 10 4 14 

宮 城 1 7 5 10 23 1 24 

秋 回

I.Li 形 1 I 

制 l'J 2 5 2 9 9 

次 減 3 3 1 4 

千 1産 5 2 5 12 12 

東 京 2 1 3 2 5 

桝3 五モ ill 

新 y鼠 2 2 4 4 

宮 はl

石 JII 3 4 1 5 

同j 2 2 4 1 5 

愛 知 1 1 

福 井 1 1 3 3 

重 1 1 1 

一，一＇，」・' 、 部

大 阪 3 3 3 

兵 r,)l 4 2 4 10 2 12 

有l 臥－ 111 1 1 1 

.r1 取 1 1 3 3 

l斗 線 3 4 7 7 

同1 はl 2 2 2 

広 ぬ 1 2 2 

I.LI 仁l 3 2 2 7 3 10 

徳 IJ 5 6 2 8 

香 JII 2 2 4 2 6 

愛 媛 4 4 3 11 11 

n 知1 6 6 2 8 

福 ｜珂 1 3 4 4 

初 l司有明海 1 2 3 1 2 3 

佐賀玄海

佐賀有明海 1 

長 出荷 2 6 4 6 18 3 21 

大 会｝ 2 1 4 4 

熊 本 1 3 4 4 

宮 崎 3 3 1 7 2 9 

！克 ~c };J, 1 6 2 2 11 11 

担，’ 制t 2 3 2 7 3 10 

合 百｜ 10 81 71 97 259 34 293 1 2 1 4 




